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1988年6月
「南極鉱物資源活動規制条約」の採択(1)
吉 田 栄 夫
1982年6月,ウ エ リン トンで 開 始 され た 標 記 の 条 約 の
● 南極条約協議国による多国間交渉は,1988年5月2日か
ら6月2日 に亘ってウエ リン トンで開かれた12回目の特
別協議会議でようや くまとまり,6月2日 午後の全体会
議で議長C.ビービーのそれまでの 「休会　(adjourned)」
ではなく,「閉会(closed)」の宣言で,丸6年 に及ぶ協
議の幕が下 りた,こ れまで,それぞれの会期について若
干の報告を行ってきたが,こ こでこれまでの協議国によ
る討議の流れを簡単にふ り返 り,条約についていくつか
の点を紹介することにしたい.
開かれた会議では科学技術,環 境,法律,政 治など多 く
の面について議論が討わされた.1977年のロンドンでの
第9回 協議会議では,鉱物資源探査 ・開発のための体制
(レジーム)の 時宜 を得た採択 までは,探 査 ・開発を自
制するという,いわゆるモラ トリアムが勧告IX-1に含め
られた.そ して,ワ シントンでの第10回協議会議でのレ
ジームのあり方の討議 を経て,第11回のブエノスアイレ
スの会議で,レ ジームがカバーすべ き事項の大枠を決め
るとともに,レ ジームの作成に向けて特別協議会議を開
催することとした.か くて南極の鉱物資源問題は通常の
協議会議から切離され,第4回 特別協議会議として,最
初の会期を1982年6月14日～25日の間ウエリントンで持
つこととされたのである.
2.特別協議会議
1.南極条約協議会議での協議
それまでにも,非公式な話が出たこともあったようで
あるが,初めて正式に南極における鉱物資源活動が協議
会議で取 り上げられたのは,1972年のウエリントンにお
ける第7回協議会議のときである.南極条約の中では生
物資源についての言及はあるが,鉱 物資源については何
もふれられていない,こ うしたいわゆる 「南極条約中の
ギャップ」が心配されたのである.締結のとき鉱物資源
の問題がこのように早 く現実化するとの予想はなかった
のであろうし,また鉱物資源は領土問題に直接かかわる
恐れがあるので触れないことにしてあったのでもあろう.
しかし,この問題を放置 しておけないという合意があっ
て協議がスタートしたのである.い わゆるローマクラブ
の第一回会合が1968年4月,南極ロス海でのグロマーチ
ャレンジit－号による海底ボーリングが1972-73年の夏,
1973年のオイルショック,1975年10月北海油田操業開始
など資源問題や探査 ・開発技術の進歩もその背景にあっ
た.1975年のオスロでの第8回協議会議では,　SCAR
に予備的な環境アセスメントを求め,地 質学 ・地球物理
学的研究計画の調整を要望するとともに,1976年鉱物資
源問題について特別準備会議を開くこととした.パ リで
第1回 では,議 長にニュージーランドのC,ビービー
を選び,レ ジームの"骨 格"に ついて討議 されたが,米
国はかなりまとまった条約形式のレジーム案 を出し,こ
の中で南極地域をあらかじめ4地域 に区分 して,そ れぞ
れに委員会を置いて資源活動の管理 を行 う　"Regional
Panel"なる考 えを示 した,こ れは新たな南極の分割案
としてとくに環境団体などに評判が悪かったが,こ の考
えは地域的に置かれる'`規制委員会"と いう方式に受け
継がれているといえよう.こ こではまた,ア ルゼ ンチン
から南極の氷は誰のものか一南極の氷の法的性格一とい
う問題提起もあった.
再びウエリントンとなった第2回 終了時,ビ ービー議
長は,レ ジーム私案(MR17という文書番号がついた)
を提案し,これは次の1983年7月の第3回 ボン会議で,
たたき台として取上げることが正式に決まり,以後これ
をめ ぐって最後 まで議論が討わされることになった.
1984年1月の第4回 ワシントン会議はつなぎに近かった
が,協 議国にブラジル,イ ンドが仲間入りして16か国で
の会議 となった.1984年5月の東京会議では,レ ジーム
私案第一次改定案(MRl7/Rev.1)の提案について議
し,また次回から自由に発言できるオブザーバーとして,
協議国でない南極条約加盟国も会議に招請することを決
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めた.
1985年2月～3月 の第6回 りオデジャネイロ会議では,
その終了時,ビ ービー議長から,重要課題(例 えば意志
決定や委員会の構成など)を一括 して解決 したいとする,
いわゆるリオ ・パッケージ案が提案された.容易に進ま
ない議論に対 しての解決方法の一つが模索されたのであ
る.1985年9～10月のパリ会議,1986年4月のホバート
会議(中 国,ウ ルグアイが協議国となった)を 経 て,
1986年10～11月には2回 目の東京会議が開かれ,　MR
17/Rev.2の提案をもとに広範な討議が行われた.日 本
は2回 の会議の開催を含めてこの問題にかなり貢献を行
ったといえよう.いずれの東京会議も議長の改定私案の
新たな提案を審議する節目の時期に当ったことも特筆に
値 しよう.
1987年3月,ニュージーランドのワンガロイで主要協
議国14か国による非公式会議が開かれた.対立点の多い
重要課題について妥協点を探 り.議長はMR17/Rev.3
を用意 して1987年5月のモンテビデオ会議に臨んだ.こ
こでは我が国は,我 が国が将来鉱物資源活動を行う意志
があ り,概査　(prospecting)　を通 じて,活 動を許可 さ
れる地域の認定(開 放)を 要求できるような貢献を行え
ば,具体的な資源活動管理を行 う"規制委員会"に 当初
か ら構成国として加わる道 を開 く規定 とすることや.
(賠償)責 任の規定の細 目については後に作成されるこ
とになる付属議定書によることを提案するなど,結論へ
向けて国際的にも国益の点でも努力を払 った.こ の会議
で,合 意への見通 しは必ず しも明確ではないなが ら,
1991年の南極条約発効30年を視程に入れつつ,1988年前
半中に最終会議に漕ぎつけるという目標設定を行うこと
に各国は賛成 した.そ して,1987年11月のオークランド
における14協議国による非公式会議を経て,1988年1月,
最終会議の第一会期とされる第11回目の会議がウエリン
トンで開かれた.協議国は東独,イ タリーを加えて20か
国となっていた.
この会議では議長がMR　l7fRev.4を準備 し,従来通
り首席代表会議での重要課題の討議 と,その他の課題に
ついての全体会議方式による討議に加えて,米,英,仏,
アルゼンチン,チ リー,ソ連,中 国,西独,ブ ラジルか
らなる起草委員会による条約草案の推敲 も開始された.
しかし,各国の意見の違いは容易に埋まらないようにみ
え,すでに1988年5月と決定された最終会議第二会期に,
結論に達 しない場合 も考えておくべ きであるという意見
も会議の席上述べられる状況であった.こ の会議のあと,
議長の ビービーは彼の第5次 改定案MR　l7/Rev,　5を出
し,起草委員会は3月 ワシントンにおいて会合を開き,
条文の整合性等 を検討 して手を加え,こ れに基づいて
MR　l7/Rev.　5/corr.1(第5次改定案第1次 校訂案)が
準備された.
5月2日か らウエリントンで始まった12回目に当る会
議は,5月2日 から18日までの会期 と23日から6月2日
までの会期に分けて行われた.前半では首席代表会議,
起草委員会の正式な会議のほか,小 グループの会合や非
公式な折衝などが精力的に続けられた.18日に前半を終
える頃,妥協への見通 しは,各 国悲観,楽 観さまざまで
あった.議場の廊下や建物外での世界公園案を推進しよ
うとする環境団体の妥協阻止への働きかけも活発であっ
た.議長は,18日までの討議をふまえて条約草案を用意
し,5月20日午後各国へ配布 した.23日から始まった後
半の会議では,ま ず全体会議が持たれ,各 国の草案に対
する意見表明があった.そ の後の首席代表会議での討議
と非公式な折衝によって次第に違いは埋められていった
が,27日までの第一週の協議では,妥 協に到るか否かま
ことに予断を許さないものがあった,そ して5月28日の
土曜日から夜を徹 しての討議 も含め,ぎ りぎりの折衝に
よって,31日早暁にほぼ合意に達 したのである.6月1
日には再び各国の意見表明があり,6月2日,6年 間に
亘った第4回 特別協議会議の最終報告と,最終決議及び
篇麟 鴛 と巖欝 欝 ㌶墓饗 宴●
手続で採択されたのである.この最終決議に署名した国
は協議国20か国と加盟国13か国(こ の中にはこの5月 に
加盟 したカナダも含 まれる)であ り,加盟国5か 国がこ
の採択会議に参加 しなかった.条約への署名は,中国語
が正文の一つとされたこともあり.1988年11月25日から
一年間開放 されることになる.
領土権主張国と非主張国,東側と西側,先 進国と発展
途上国,及 びこれらの複雑な組合わせの中での主張の対
立と妥協が,ま た南極観測と南極条約を共有する中での
協力が,こ の長い会議で浮彫 りにされた.1983年から始
められた国連での南極問題の討議 も,常にこの会議へ影
を落 した.条約のおよその中味や特徴,若 干の問題点等
については,次 回で述べたい.一 続 く一
(筆者:国 立極地研究所地学研究部門教授)
NASA/GOddar〔l　Space　Flight　Center
に お け る超 高層 現 象 の 研 究
藤 井 良 一
1987年5月よ り一 年 間 米国 メ リー ラ ン ド州 にあ る米 航
空 宇 宙 局　 (NASA)　ゴ ダー ドス ペ ー ス フ ラ イ トセ ン
タ 　ー(GSFC)で米 国 ア カデ ミー の 給 費 研 究 員 と して,
人工 衛 星 と地 上 デ ー タ を用 い た磁 気 圏物 理の 研 究 を行 っ
て きた.　GSFCは8.000名規 模 の 研 究 所 で 人 工 衛 星 の 管
制 や天 文 ・超 高 層 を含 む広 い 分 野 の研 究 が行 わ れ てい る.
筆 者 の 所 属 した の は,宇 宙 及 び 地球 科学 部 ・地 球 周 辺 科
学 研 究 室 の 中 の 電 磁 気学 の ブ ラ ンチ で,磁 気 圏 の電 場 や
オ ー ロ ラ 粒 子 の 研 究 で 名 高 い,　J.P.　HeppnerやR.A.
Hoffmanのい る ブ ラ ンチ で あ っ た,こ の ブ ラ ン チ は,
他 の 多数 の ブ ラ ンチ 同様,パ ーマ ネ ン トの研 究 者 数 は比
較 的 少 な く(8名),プ ロ ジ ェ ク ト毎 に 雇 う研 究 者 を も
含 む コ ン トラ ク タ ー が多 い(20名)構 成 と な って い る.
筆 者 はGSFCで の 研 究 の他 に,デ ー タ収 集 の た め ア イ
オ ワ 大学 に 行 き,又AGUやIUGG/IAGAに 出 席す る
等,多 くの 人 々 と議 論 す る機 会 を得 た.以 下 に研 究 の ・一
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DEと昭和基地とのオーロラ現象同時観測側
端 を紹介したい.
オーロラやそれに伴って発生する地磁気の変動,種 々
の波動現象等は,磁気圏や電離圏と呼ばれる地球周辺の
環境の中で生起 しており,その大もとの原因は太陽から
のエネルギーである.
これらの現象を解明していく上で,い くつかの困難が
あるが,一 つは,現 象が太陽風 ・磁気圏 ・電離圏という
互いに著 しく異なる性質をもつ,極 めて広大な領域で生
じている点にある,しかもこれらの領域は相互に電磁気
的に又はエネルギー的に結合しており,その結合の過程
で現象が生 じている.次 に,様々な現象(物 理量)が,
一見独立 しているように見えても,実は互いに影響を及
ぼし合ってお り,一種類の現象だけを観測 し研究しても,
完全な理解が出来ない点にある.
これらの困難を克服するためには,当 然の話ではある
が,上記の領域全体の出来る限 り多数の観測点で,関 係
し合うと思われる様々な物理量を同時に観測 し研究する
ことが必要である.広大な宇宙空間を直接探査するには,
人工衛星やロケットという手段があり,これと多数の現
象を長期間にわたって観測出来る地上観測網との同時観
測が極めて有効な手段 となる.
この種の観測として,筆 者がGSFCで使用したダイ
ナ ミックス・エクスプローラ(DE,米国)衛 星 と昭和
基地との同時観測の例を示す.
DEは2つ の衛星からなり,1号 は地球半径の約4倍
の高度 まで をカバーする長楕 円軌道,2号 は高度
1,000krn程度の衛星で,こ の2つ の衛星は常に同じ面
内に軌道をもっている.こ れらの衛星は,オ ーロラ物理
で最も基本的な物理量である磁場,電 場,オ ーロラ粒子,
波動等の観測 を行っている.こ こでは,地上で観測され
たオーロラとDE-2で観測された磁場(電 流),電場 そ
してオーロラをつ くり出すもとになっている粒子(電
子)の 関係を示す.詳 かいことは省略するが,地 上で観
測される一本一.一本のオーロラアーク(▼ 印)に伴い.強
い粒子が降 り込み(斜 線部分),かつ電場や電流が ダイ
ナミックに変動 している様子が見てとれる.各 々のオー
ロラに伴い,電 場が大きく減少 し,電離層から磁気圏に
強い電流が流れている.こ れらの観測を矛盾なく説明す
るためには,今後モデリングやシミュレーシ ョンによる
研究が必要である.
その他,DE-1により観測された大規模なオーロラ画
像とDE-2で観測された磁場 ・電場 ・粒子データを用い
て,ア イオワ大学のL　Frank達と共同で,比 較研究を
行い,サ ブス トーム時のオーロラに伴う電流系の同定や
相互の関連の研究 も行った.
最後に,こ のような得難い機会を与えて下さった,極
地研究所 ・GSFCの方々に感謝すると共に,知 り合い
になった人々との関係 ・新たに学んだ研究方法等将来に
生かしてゆきたいと考えている.
(筆者:国 立極地研究所超高層物理学
第一研究部門助手)
南極観測隊便り
一 第29次隊の近況 一
昭和基地:2月2日 以来ラングホプデ生物観測小舎で観
測を続けていた生物調査隊4名 は,ほ ぼ所期の目的を達
成 して5月8日.約30口ぶりに昭和基地にもどった.海
氷の状態がよくなかったので,28次隊が設定 したS-16
経由の大陸ルー トで撤収は行われた.久 しぶりに27名全
員が基地に揃い,に ぎやかさを増 した.
基地周辺の海氷状況はあまり好転せず,降 雪 も依然と
して少ない.降雪が少ないことは,生 活用水に影響を及
3
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ぽ し始めている.1月 初めの荒金ダムの決壊による雪融
け水の流出 もこの降雪の少なさに輪をかけてお り,6月
からは,風 呂や洗濯の回数を減 らし節水している.
宙空系が持込んだ無人観測システムは.こ れまで昭和
基地でシステムのテス トを繰り返してきたが,すべての
テス トが完了したため5月21日,大陸のS21地点に設置
し,運転を開始 した.太 陽電池で稼動していた西オング
ル島の宙空系テレメータ装置は,日 照時間の減少ととも
に発電機による充電電源方式に切り替わった.そ の他の
観測 も順調に行われている.
5月31日には,太 陽も顔を出さなくなり,暗 く長い冬
に入った.
あすか観測拠点:太 陽は日毎に高度を下げ,昭 和基地よ
りも約10日早い5月21日,完全に姿を消 し,7月下旬ま
での長い夜に入った.低 温と薄明により基地外作業の効
率が悪 くなったため,屋 外作業は,雪入れやゴ ミ捨てな
どの最少限の作業にとどめ,屋 内作業を行っている.主
な作業は,野菜庫雪洞の拡張,観 測棟一発電棟問をつな
ぐ雪洞通路の拡張とその雪出し.基地の風下50mに掘削
してある排水孔につながる雪洞の拡張工事などであった.
排水孔は,29次隊が到着 した直後の夏期間に予備孔を一
本掘削 したが,28次隊 より使用 している穴の水位が孔口
より約17mとここ数か月間変化 していないので,従 来の
穴を使用 している,ま た,各 建物が不同沈下により歪を
生 じて きたので,パ ネル同志 を結合 しているコネクター
キャップがはずれていないかどうかを入念に点検 した.
28次隊で建設 した雪上車などの整備を行なう作業棟は,
これまであすか観測拠点の中では最もドリフト(ふ きだ
まり)が少ない建物だったが,最 近急速に埋没が進んで
きた.こ のため,新 たに出入口を設けて,ス ノーモビル
の出入りを可能にした.
5月28日から南極大学を開講し、さまざまな講義 を始
め,越 冬生活にもしだいにゆとりがでてきており,モヤ
シ ・貝割大根などの水耕栽培も始めた.
第13回南極隠石シンポジウム
上記シンポジウムは,6月7日(火)-9日(木)の
3日間,当研究所6階 講堂において開催された.実 出席
者数で106人の参加があった.そ のうち招待者のR.ハ
ッチソン博士(大 英自然史博物館)を 含め,15名が外国
人研究者であった.国 別内訳は,米 国6,メ キシコ1,
ブラジル1,中 国4,チ ェコスロバキア1,西 ドイツ1,
イギリス1で あった.な お,中 国から参加のうちの3人
は,学術振興会の短期招へい者,東 大及び理化学研究所
の留学者各1名 であった.また,発 表件数はT全部で65
件におよび,そ の内訳は以下のとおりである.
隅石フィールドに関係 した発表は4件あ り,限石探査
1件,隅石の集積機構1件,コ スミックダストについて
1件,火 山灰層の年代に関するもの1件であった,こ の
うち探査に関する発表は,越冬中の29次隊阻石探査隊に
よる最新の情報であり,衛星通信が発達した現在,こ の
ような発表がこれからも期待 されるのではないかと思わ
れる.
コンソーティアムに関係した発表は6件 あった.こ の
うち,月 限石に関 したもの2件,　CI炭素質明石に関 し
たものが4件 であった.それぞれの主体が岩石鉱物学的
なものである.次のシンポジウムでの更に多 くの発表が
期待 されている.
岩石鉱物学的研究に関 した発表は,招待者による特別
講演 を含めて17件あった.こ のうち炭素質陽石,非 平衡
コンドライトに関するものやコンドルールの成因に関す
るものが6件 と多かった.次 いで,限鉄,エ コン ドライ
トなど,分化した陽石に関する発表が3件 であった.そ
の他新しく発見 された限石の岩石学的研究など多岐に渡
ったが,チ ェコスロバキアのヤキシュ博士の発表は,つ
い先 日発射されたソビエ トの火星探査衛星による観測計
画と,その観測によってなにが期待 されるかという内容
鰐 瓢 、矯 鷹 罎 雛1こひか繊 ●
同位体組成,微 量元素組成など,化学的研究に関する
発表は30件あった.こ の中では,阻石や鉱物 を用いて,
原始太陽系での蒸発や凝縮の過程を実験的に明らかにし
ようとした研究発表が8件 あ り,注目された.
その他物性,岩 石磁気など物理学的研究が6件,有 機
化学に関した発表が3件 であった.
第48回運営協議員会議
2月23日(火)に開かれ,以下の事項が審議された.
L第30次南極地域観測計画(案)に ついて
2.昭和63年度共同研究について
3.教官人事について
第20回評議員会議
5月19日(木)に開かれ,以 下の事項が審議された.
1.国立極地研究所長候補者の選考手続 きについて
第49回運営協議員会議
6月13日(月)に開かれ,以 下の事項が審議された.
1.第31次南極地域観測計画及び外国共同観測(案)に
ついて
2.昭和64年度概算要求基本方針について
3,第31次南極地域観測隊の編成について
4.昭和63年度外国基地派遣について
5.国立極地研究所長候補者の推薦について
氏 名
所 属
招へい期間
研 究 課 題
レ外国人研究者の紹介く
ジ ャ ック ダ ノ ン
(Dr.　Jacques　A,Danon)
日本学 術 振 興 会 外 国 人招 へ い 研 究 者,第
13回南極 明 石 シ ンポ ジ ウ ム 出席 者
ブ ラジ ル 国立 観 測 所 長
昭和63年6月3日 ～6月27日
南 極 産 及 び ブ ラ ジ ル 産鉄 陽 石 の磁 気 学 的
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氏
所
名
属
招へい期間
研 究 課 題
研 究
ジ ェ ラー ド サ ンチ ェス ル ビ オ
(Dr,　Gerardo　Sanchez.Rubio)
外 国 人 研 究 員,第13回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ
ウム 出 席 者
メキ シ コ国 立 大 学 地 質学 部 講 師
日召禾063年6月3日 ～6月20日
アエ ンデn阻 石 と 南極 産 コ ン ドラ イ トの
比 較 研 究
レ来 訪 着く
11月28日～12月IO日　 Dr.　DIBBLE,　R.　(ウェ リ ン ト
ン ・ビ ク トリア 大学 助 教授)
日本 学術 振 興 会外 国 人 招 へ い研 究 者
12月3日　 MT.　JAYATILAKE,　S.　(スリ ラ ンカ 科 学 工
● 業 研 究 所研 究 員)12月19日　 Dr,　TROITSKIY,　P,　(ソ連 科 学 ア カ デ ミー
地 球 物 理研 究所 上級 研 究 員)
1月5日 　 Dr,　MONTAGUE,　T,　(モナ シ ュ大 学 助 手)
1月8日 一1月16日 　 Mr.　STENROOS,　S,　(ヘル シ ン
キ大 学 助 手)
1月23日 一1月28日 　 Dr,　MENG,　C,　(ジョ ンズ ホ プ キ
ンス 大 学応 用物 理研 究 所 主 任研 究 員)
第11回極 域 に お け る 電 磁 圏 磁 気 圏 総 合 観 測
シ ンポ ジ ウム 出 席者
3月10日　 Dr.　OHAKE,　T,　(アラ ス カ 大 学 地 球 物 理 研
究 所 名 誉 教 授)
3月10日 ～3月16日 　 Mr.　JAYATILAKE,　S.　(スリ ラ
ンカ 科 学 工 業研 究 所研 究 員)
3月15日　 Dr.　McROY,　P.　(アラ ス カ 大学 海 洋 研 究 所 教
授)
3月28日　 Dr,　OBERHANSLI,　R.　(ベル ン 大学 講 師)
4月18日　 Dr.　McROY,　P.　(アラ ス カ 大学 海 洋 研 究 所 教
授)
人 事 異 動(63.5.16)
新 所 属 氏 名 旧 所 属
オーロラ資料部門助手 小 野 高 幸 超高層物理学第一研究部門助手
データ解析資料部門助手 神 沢 博 地球物理学研究部門助手
超高層物理学第一研究部門助手 山 岸 久 雄 データ解析資料部門助手
観測隊月例報告(3月 ～4月)
昭和基地
先月に引き続き好天に恵まれ.予定していた屋外作業
を順調に消化することができ,暗 い冬を迎える準備は万
全となった.今年の昭和基地は例年比べ積雪が少なく,● 3/21に最大瞬間風速49.9m/sとい う突風が吹き荒れた
がブリザー ドとはならず,基 地中に砂塵が舞い上がった.
4月に入っても穏やかな天候が続 き,基地周辺の海水 も
成長 し30～40cmと,ようや くスノーモビルの走行が可
能な程度となった.
観測報告
気水圏:定常 ・研究とも順調 に経過 している.4月29日
に今年初めてのブリザードがあったが,こ れは例年に比
べかなり遅いものであった.また,研 究観測で持 ち込ん
だ降水変動観測装置(垂 直雲 レーダー)も運用を開始し
順調 に観測を続けている.
宙空:定常 ・研究 とも順調に経過 している.今回無人観
測用に,新 しい試みとして燃料電池を採用したが,現 在
内陸での本観測に向け調整運転中である.
生物 ・医学:ラ ングホプデでの生物調査は,順調に計画
を消化している.また,医 学部門では定期的に肝機能
血液等の観察を行なっている.
設営報告
機械,土 木各部門 とも大きな作業はなく,順調に基地
の維持 ・管理を続けている.
通信:第22次隊で持ち込んだインマルサ ット・システム
の設備更新を行った.
調理:今 次隊で持ち込んだ大型の水耕野菜栽培装置の使
用 を開始 し,今後の収穫が期待されている.
あすか観測拠点
3月前半まで天候に恵まれたが,中 旬からブリザード
が吹 き荒れ,埋 設 した槻,屋 外デポ物資の掘 り出しや,
各棟の非常口の確保に苦労する日が続いた.3月24日に
出発 した表3期 明石調査隊(5名)も4月4日 に無事帰
投 した.こ れで越冬前半の大きな野外行動計画は.終了 し,
拠点には久々に10名の隊員が揃った.
観測報告
限石探査を目的にセールロダーネ山地東方のバルビェ
ン地域に向かったが,夏 期間裸氷であった地域のほとん
どが雪に被われ陽石探査は極めて困難な状態であり,予
定を早めて帰投することとなった.そ の他拠点での観測
は,気水圏.宙 空とも順調に行なわれている.
設営報告
設備類には大きな トラブルもなく順調に経過 している
が,出 入口や通路(雪 洞)の 確保が重要な作業となって
いる.ま た,建物周辺の ドリフト分布や沈下量の測定も
行なわれた.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃ 〕
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速CMean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均 〔Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.　mean)　(mfs)
瞬 間 最 大 風 速　CGust)　〔m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　of　e]ear　days)
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【極地豆事典】
"NIPR-1"型プランク トン採集 器
.一
??」?
"NIPR-1"型プラ ンク トン
採集 器の海氷下で の採 集風 景
一
.'一ぞ¥パ㌧
.二}.
負A'..・
奪..
海氷に覆われる海域の生物調査は,まず採集道具を
海に沈めるための穴を確保することから始めなければ
ならない.こ の作業はアイスオーガーやチェンソーと
いった道具を使って行なうが,厚 さが2m近 くの海氷
に採集道具を入れるだけの穴を開けるには多くの労力
と時間を必要 とする.また,た とえ首尾よく海氷に穴
を開けることができたとしても,動物 プランクトン,
小型遊泳生物{マ イクロネク トン),底生動物{ベ ント
ス)な どの採集に必須な手段であるネ.ノトや ドレッジ
等の水平および斜行曳網は不uJ.能である.従 って,海
氷下の生物を効率よく採集するには,曳 網することな
く生物を集めることができ,し かもコンパクトな採集
装置が必要となる.
こ う して考 え 出 さ れ たの が'NIPR-1"型プ ラ ン ク ト
ン採 集 器 で あ る,"NIPR-1"は,専 ら海 水 中 に浮 遊 し
てい る 生 物(プ ラ ン ク ト ン)を 異 った 深 さか ら採 集 す
る道 具 と して開 発 され た.そ の 構 造 は極 め て 簡単 で,
直 径20cm,長 さ60cm程の ア ル ミニ ウ ム 製 の 円 筒 の 中
にプ ロ ペ ラ を取 り付 け た電 動 モ ー タ ー を設 置 した もの
で あ る..・定 時 間 プ ロペ ラ を回 転 させ る こと に よ って,
円 筒 の 前 方 か ら 後 方 へ の 水流 を 起 こす.水 流 に よ っ て
運 ば れ た プ ラ ンク トン は,円 筒 後 端 に取 り付 けて あ る
プラ ン ク トン ネ ソ トに捕 集 され る 仕 組 み にな って い る.
換 気 扇 に ネ.ノトを取 り付 けて 水 に 沈 め た よ う な状 態 を
想像 す れ ば よい.
こ の 採 集 器 に よ っ て,海 氷 下 の 動物 プ ラ ン ク ト ンの
垂 直 分 布 に つ い て 多 くの 情 報 を得 る こ とが で き た.例
えば,昭 和 基 地 周 辺 で は,夏 期 間,甲 殻 類 の ・種 商 －
ra　ta　bidot・era　antCU'Ct　iC( が海 氷 直 下 に1立 方 メ ー トル当
りお よ そ2-6万 個 体 の密 度 で 分 布す る こ と が わ か っ
た.ま た,冬 の 北 海 道 サ ロ マ 湖 で は,海 氷 下 端 か ら水
深2m層 の 問 に動 物 プ ラ ン ク トン が 多 く分布 して い る
こと もわ か っ た.
1979年に第 一 号 機 を 試作 して 以 来,少 しつ つ改 良 を
重 ね て来 て はい る が,"NIPR-「'には,定 量 性 の 評 価
や動 物 の 逃避 行 動 な ど検討 す べ き 問題 が い くつ か 残 さ
れ て い る.
現 在 、"NIPR-「'に水 温 や 塩 分 セ ンサ ー を取 り付 け
て,氷 上 で海 氷 下 の 環 境 をモ ニ タ ー しなが ら 希望 す る
水 深 で プ ラ ン ク トン の採 集 が で き る よ う な シ ステ ム を
開 発 中で あ る.将 来 は こ の シ ステ ム を係 留 ブ イに組 み
込 ん で,こ れ まで 最 も調査 の 遅 れ てい る南 極 海 の パ ッ
クア イス域 の生 物調 査 に 役 立 て た い と考 えて い る.
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